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ＳＩＧ-Ⅰでの検討の進め方（案） 

 

１ 利用シーン１及び利用シーン２を実現するためのシステムの整理 

（１） 提案システムをモビリティ、カバレッジ、導入想定時期の観点から次の３カテゴ

リに大分類する。 

① 第３世代携帯電話もしくは第３世代携帯電話の高度化システム 
② 第４世代移動通信システム（２０１０年以降に導入が想定されているシステ
ム） 

③ 上記以外のワイヤレスブロードバンドシステムで、一定のモビリティを有する
システム 

 

（２） 上記それぞれの分類の中で、データーレート、基本的なセル構成、国際的な

規格等を基に小分類する。 

 

（３） 小分類毎の特徴を明確化するために、電波の有効利用の視点等「ワイヤレス

ブロードバンドの基本的な視点」を踏まえ整理する。 

 

 
２ 諸外国・標準化等の動向 

（１） 各標準化機関における標準化動向 

ＩＴＵ、３ＧＰＰ、３ＧＰＰ２、ＥＴＳＩ、ＩＥＥＥ 

（２） 各方式の諸外国における導入及び取組状況 

米国、欧州、韓国等 

 

３ サービスイメージの明確化 

①～③の３つのカテゴリについて、サービスイメージの明確化を行う。項目は下

記のとおり。 

・ サービス提供者 

・ サービス提供形態及び端末イメージ 

・ 提供するアプリケーション 

・ 利用可能な地域・場所 

等 
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４ 需要・ニーズの分析についての検討 

①～③の３つのカテゴリについて、５年後（2010年）及び10年後（2015年）の普及

率（加入者数）、需要の成長予測（市場規模等）を行う。 

普及率（加入者数）の予測については、国際的な標準化機関における検討を踏

まえ、想定される各種アプリケーションを考慮して行う。 

 

５ 望ましい周波数幅の検討 

   ①～③の３つのカテゴリについて、望ましい周波数幅の検討を行う。 

 周波数幅の検討は、国際的な標準化機関において一定のコンセンサスが得ら

れている方法あるいは値等を基に算出する。 

 

６ 望ましい周波数帯、導入時期についての検討 

   各周波数帯における既存システムの利用状況、電波の伝播特性、電波政策ビ

ジョン及び周波数の再編方針、望ましい周波数幅、国際的な検討状況（ITU-R 

WP8F における検討、IMT-2000 プランバンド等）等から、①～③の３つのカテゴリ

について望ましい周波数帯を検討する。 

 

７ SIG-Ⅰの報告書をまとめる。 

 

 


